
 

     

不二越会長の発言と内定者フォロー不二越会長の発言と内定者フォロー不二越会長の発言と内定者フォロー不二越会長の発言と内定者フォロー 

 

2017 年 7 月に富山県の機械メーカー不二越の本

間博夫会長の発言が話題になりました。この発言

は採用にも深く関係してくる内容だけに、ただの

不適切発言として片づけてしまっていい内容では

ないように思えます。今回の発言の真意を考えな

がら、採用に置き換えて問題点を考えてみました。 

 

「富山からは採用しない」発言「富山からは採用しない」発言「富山からは採用しない」発言「富山からは採用しない」発言の真意の真意の真意の真意 

「富山で生まれて幼稚園、小学校、中学校、高校、

不二越。これは駄目です。変わらない。」「富山で生

まれて地方の大学へ行った人でも極力採りません。

閉鎖された考え方が非常に強いからです」 

 

確かに不適切な発言ですが、なぜこのような発言

をするまでになったのでしょうか。富山県民は閉

鎖的だと感じる何かがあったのかと気になってい

ましたが、先日ある記事でこの疑問に関係するエ

ピソードが書かれていました。どうやら不二越が

中国市場を開拓するために出向を命じた社員達が、

かなり嫌がった人が多かったようです。 

 

社長の立場からすると、海外拠点もある機械メー

カーである以上は海外転勤や海外出向の可能性を

納得したうえで入社しているだろうと思っている

でしょう。それなのに「富山を出たくない」と公然

と嫌がる姿勢を出す社員達に閉鎖的だと思ったの

かもしれません。 
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しかし、社員からすると「地元で働きたくて入社

したのに、まさか中国に転勤させられるなんて…」

「中国に転勤なんて聞いていない！」と思ったの

ではないでしょうか。富山県の「持ち家率第 1位」

という県民性も影響している可能性があります。 

 

採用のミスマッチ問題への考察採用のミスマッチ問題への考察採用のミスマッチ問題への考察採用のミスマッチ問題への考察 

本当に社員の方々は閉鎖的な考え方なのでしょう

か。様々なメディアでは富山県という地域性にス

ポットが当てられていますが、採用のミスマッチ

問題についても考えていきたいと思います。 

 

そもそも今回の発言ですが、本来は人事部や採用

担当者に言うべき内容ですよね。「もっとチャレン

ジ精神旺盛な学生が欲しい」「海外転勤をアピール

ポイントにしよう！」「5年後を考えて中国語の得

意な学生や海外留学経験のある人材を積極的に採

用したい」海外転勤があれば、外国語スキルの高

い人材や海外志向の強い人材を採用しなければい

けません。 

 

想像になってしまいますが、新卒採用の際に海外

転勤を示唆していないまま入社しているのであれ

ばミスマッチだと言えますし、海外転勤の可能性

を知らないまま入社した社員の方々は少し可哀想

かなと感じます。自分が同じ立場になったら拒否

するかもしれません（もちろん社員の方も時代の

変化や会社の状況に柔軟に合わせなければいけま



せんが）。 

 

志望理由の背景と志望理由の背景と志望理由の背景と志望理由の背景と内定者フォロー内定者フォロー内定者フォロー内定者フォロー期間の重要性期間の重要性期間の重要性期間の重要性 

採用担当者は敏感に志望理由の背景も推測するこ

とが大切です。エントリーしてくれた母集団の傾

向として「富山県で働きたい」という志望理由は、

逆に言うと「富山県以外で働きたくない」と考え

る事も出来ます。地元愛が強いといえば聞こえは

いいですが、閉鎖的な性格でないか見極める必要

があります。 

 

あくまで転勤は可能性である以上は不合格にする

必要はないと思いますが、入社前（内定者フォロ

ー）の段階で、海外拠点の状況を踏まえて将来的

に転勤の可能性があることを説明することが一番

理想的ではないでしょうか。入社後に「思ってい

たのと違った」とならないためにも、内定者フォ

ローの期間にある程度の心構えをさせてあげるの

が大切だと思います。 

 

まとめまとめまとめまとめ 

推測ではありますが今回の発言から、様々なタイ

プの人材を採用する必要性、将来を見据えた採用

計画など様々な背景が考えられました。しかし、

新卒採用市場では母集団形成が難しい状況ですの

で、多様化した採用ニーズ・必須能力・求める人物

像に応えるのは容易なことではありません。 

 

「採用のミスマッチをなくす」と言うのは簡単で

すが、現在の市場環境や不確定要素を考えると実

行するのは非常に難しい問題だと言えます。だか

らこそ準備期間・選考期間・内定者フォロー全て

に時間をかけて対応していくことが今の採用担当

者に求められている役割ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

採用担当者の皆様へ採用担当者の皆様へ採用担当者の皆様へ採用担当者の皆様へ 

 

インターンシップを計画する採用担当者にとって、

下記のような課題が上げられます。 

 

� 大手就活ナビサイトや SNS 広告を使っても、

インターンシップ参加学生が集められない。 

� 他社とインターンシッププログラムの差別化

ができないため、応募が集まりにくい。 

� 遠距離の学生に参加してもらえない。 

� 理系学生の学業を妨げないようにするため、

インターンシップの開催日の設定が難しい。 

� １Day インターンシップを行う会場の手配や

準備、連絡業務が大変である。 

� 来春の企業説明会から選考まで長期間継続し

てフォローするのが大変。 

� 内定者とインターンシップ参加学生の両方を

フォローするには採用担当は人員不足だ。 

 

そんな課題を一気に解決します。詳しくは 

アプリアプリアプリアプリ deインターインターインターインターンシップンシップンシップンシップ紹介サイト紹介サイト紹介サイト紹介サイト 

https://www.chaku2.jp/lp 

 

公式：公式：公式：公式：内定者フォロー（内定者フォロー（内定者フォロー（内定者フォロー（ちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃくちゃく NEXT）））） 

https://www.chaku2.jp/ 
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担当者：本庄 孝司 honjo@surfboard.co.jp 

連絡先：0776-52-2134 
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